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冬の大森山動物園

市 民 ６

優秀農家受賞者

豪雪をのりきろう！

健康ライフ～心の健康

毎月１日・16日発行

河辺・雄和ほっとライン

雄
和
沖
村

雄
和
寺
沢

豊
岩
中
島

豊岩前郷

下浜羽川

「
う
ぉ
〜
、
悪
い
子
い
ね
が
〜
」。

鬼
の
面
を
つ
け
、
大
声
を
あ
げ
て
町
内

の
家
々
を
回
る
小
正
月
行
事
“
や
ま
は

げ
”。
豊
岩
や
下
浜
、
雄
和
な
ど
で
、

除
災
招
福
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
す

る
大
切
な
行
事
と
し
て
綿
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。「
雪
に
も
勝
つ
！
」

雪に勝
つど！
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「鳥っこの水辺」が
凍ってしまうので、
鳥たちは建物の中に
引っ越しています。

冬でも約100種類の動物が見られます。ほかの季節とは

ちょっと違った動物たちに出会えるよ。お食事拝見「まん

まタイム」や、エサやり体験も楽しめます。

あったかくして動物たちに会いに来てね！

キ
リ
ン
、
シ
マ
ウ
マ
は

室
内
で
待
っ
て
る
よ
。

遊園地はお休み。

行き 10:20 11:20
12:00 13:00

帰り(動物園発) 11:00 12:00
12:40 13:40

●開園日に臨時バスを運行します。

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

は
お
休
み
。

※園へのアクセス道路が一部冬期閉鎖
していますので、ご注意ください。

雪の中でも凛々しいユキヒョウ

◆１月と２月の毎週土・日に開園！◆

元気だぞう

http://www.city.akita.akita.jp/city/in/zo/
大森山動物園tel(828)5508

▼
▼

中学生以下は無料　大人300円
※年間パスポート(1,200円)も使えます

午前11時～午後２時(入園は１時30分まで)

開園日
１月…14・15日 21・22日 28・29日
２月…４・５日 11・12日 18・19日 25・26日

開園時間

冬期
入園料

(秋田駅西口
⑦乗り場発)



動物園では、条例をつくる
にあたって、市民のみなさん
にも大森山動物園の役割を一
緒に考えてもらおうと、シン
ポジウムや入園者アンケート
を行いました。
昨年９月の動物園こどもシンポジウムでは、小

中学生から「もっと動物とふれあいたい」「かわ
いいグッズを作ったら」などの提言が。さらに11
月には、今、全国で一番元気な動物園といわれる
北海道旭川市の旭山動物園・小菅正夫園長を招
き、シンポジウムを開催しました。
小菅さんは、「100年、200年と続けていける動

物園にするために、条例にはぜひ、市民のみなさ
んの思いを盛り込んでほしい」とアドバイス。地
域の動物園としてのあるべき姿を考えるうえで、
おおいに参考になりました。

子どもも大人も一緒になって楽し
める動物園。もっと身近に、笑顔あ
ふれる場所に…。そんな動物園のめ
ざす姿をみんなで考えました。
そして、その思いをかたちにする

市独自のルール「秋田市大森山動物
園条例」ができました。

シンポジウムで発言
する旭山動物園の小
菅園長

愛称(１件の応募につき１作品ずつ)とその理由、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、はがき、フ
ァクス、Ｅメールのいずれかで、２月14日(火)(必
着)まで下記へ。ファクス、Ｅメールの場合は、
件名に「愛称募集係」と書いてください。園内の
応募用紙でも応募できます。
〒010-1654 秋田市浜田字潟端154 秋田市大森
山動物園愛称募集係　ファクス(828)5509
Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

寒いでござる

応募方法

大森山動物園条例の制定を記念して、愛称を
募集します。豊かな自然に包まれた、市民の財
産である大森山動物園に、呼びやすく、親しみ
やすい素敵な愛称をつけてください。
１人何点でも応募できます。採用作品の応募

者には、オリジナルキーホルダーなどを贈呈す
るほか、３月18日(土)の春の開園日に表彰します。

好
物
・
雪
ア
イ
ス(

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
森)

う
ん
、
ん
め
な

寒
さ
な
ん
て
へ
っ
ち
ゃ
ら
組

みなさんの意見のうち、開園期間の延長など、実
施可能なものは、さっそく条例に盛り込みました。
今年から、１月・２月の土・日、祝日にも開園

することにしたほか、春のオープン日を「春分の日」
から「３月の第３土曜日」に早め、秋の閉園日を
「11月23日」から「11月30日」に変更。また、園内
でイベントがあるときに、広場などで物品の販売
を行うことができるようにしました。
今後、この条例に基づいて、もっと魅力ある動物

園づくりを進めていきますのでご期待ください！

さっそく冬も開園

ワピチ ペンギン

レッサーパンダ

動物ふれあいカーニバル

広報あきた　１月16日号03

「
大
森
山
動
物
園
条
例
」

で
き
ま
し
た
！みんなの声を生かして

魅力ある動物園に
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こ
の
冬
の
秋
田
市
は
、
昭
和
四
十
八
年
の

豪
雪
を
超
え
る
冬
将
軍
に
お
そ
わ
れ
て
い
ま

す
。
十
二
月
の
累
積
降
雪
量
は
二
二
六
セ
ン

チ
を
記
録
し
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
の
降

雪
を
二
十
一
セ
ン
チ
上
回
り
ま
し
た
。

十
二
月
だ
け
で
当
初
準
備
し
て
い
た
約
五

億
円
の
除
排
雪
経
費
を
使
い
切
り
、
緊
急
に

五
億
円
の
予
算
を
追
加
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

突
然
の
大
雪
に
三
百
台
を
超
え
る
除
雪
車

を
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
す
が
、
狭
い
道
路
ま

で
な
か
な
か
手
が
回
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
豪
雪
対
策
本
部
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
電

話
は
、
一
日
千
件
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま
し

た
。「

四
八
豪
雪
」
の
際
は
、
一
月
中
に
も
累

積
二
一
一
セ
ン
チ
の
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
小
中
学
校
の
始
業
に
合
わ
せ

通
学
路
の
確
保
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

道
路
の
除
排
雪
に
は
、
国
・
県
の
ほ
か
、

河
辺
・
雄
和
地
域
の
余
剰
機
械
や
市
外
業
者

の
機
械
も
数
多
く
導
入
し
、
二
十
四
時
間
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
機
械
と
人
手

に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

ど
う
か
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
で
は
「
旧
空
港
跡
地(

新
屋)

」「
雄
物
新

橋
下
流
の
河
川
敷(

新
屋)

」「
飯
島
事
業
所
跡

地
」
に
堆
雪
場
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
「
飯
島
事
業
所
跡
地
」
は
十
二
月
の
雪

で
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
新
た
な
堆
雪
場
と
し
て
「
秋

田
港
外
港
付
近
の
工
業
用
地
」(

元
大
王
製
紙

予
定
地
左
上
地
図
参
照)

を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
や
付
近
住
民
の
か
た
が
雪
を

捨
て
る
場
所
と
し
て
、
街
区
公
園
や
児
童
遊

秋
田
市
は
十
二
月
か
ら
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
市
で
は
一
月

五
日
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
し
て
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

道
路
の
除
排
雪
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
て
降
る

雪
の
量
に
作
業
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
来
の
本
格
的
な
冬
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
豪
雪
に
打

ち
勝
ち
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民
あ
げ
て
除
排
雪
に
取

り
組
む
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。広面地区での除排雪作業

１月５日
緊急事態宣言

災害対策本部tel(８６６)２０２１
本部からの情報は秋田市ホームページ(毎日更新)

http://www.city.akita.akita.jp/
携帯用サイト http://www.city.akita.akita.jp/i/

み
ん
な
で
豪
雪
を
の
り
き
ろ
う
！

豪雪対策本部tel(８６４)３６４３
道路の除排雪についての問い合わせは

雪害に関する情報は

予
想
以
上
の

降
雪
に
大
苦
戦

近
所
の
公
園
を

付
近
住
民
の
堆
雪
場
に

堆雪場も雪でいっぱいに



事業所からの排雪は
できません

どなたでも
利用できます

新しい
堆雪場です！

高
齢
者
の

宅
地
内
の

雪
よ
せ
を
お
手
伝
い

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
か
た

高
齢
で
宅
地
内
の
雪
よ
せ
が
大

変
な
か
た
に
、
１
週
間
に
１
回(

１

回
１
時
間
以
内)

、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
生
活
援
助
員
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

＊
除
雪
車
が
通
っ
た
後
に
で
き
る

宅
地
の
外
の
雪
の
か
た
ま
り
や

凍
っ
た
雪
の
処
理
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

＊
降
雪
量
が
多
く
な
る
と
依
頼
が

集
中
す
る
た
め
、
す
ぐ
に
生
活

援
助
員
が
行
け
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

高
齢
福
祉
課tel(

８
６
６)

２
０

９
５
、
ま
た
は
最
寄
り
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う

ぞ
。

対象

１
回
３
百
円(

生
活
保
護
世
帯

な
ど
の
か
た
は
、
軽
減
さ
れ
ま

す)

料金申し込み

秋田港外港付近
工業用地　

仁井田の
旧農業試験場跡地

まずは幹線道路、バス路線などの通行を確保

お近くの街区公園、児童遊園地などを堆
雪場として開放します。雪捨て場となっ
た園内には子どもたちが立ち入らないよ
う、十分ご注意ください。

下記の旧農業試験場跡地も開放します。

園
地
な
ど
お
近
く
の
公
園
、
仁
井
田
の
旧
農

業
試
験
場
跡
地(

左
地
図)

も
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
事
業
所
か
ら

公
園
な
ど
へ
の
雪
の
搬
入
は
禁
止
し
ま
す
。

ご
自
宅
周
辺
の
生
活
道
路
の
排
雪
に
つ
い

て
は
、
雪
山
が
障
害
と
な
る
狭
い
交
差
点
な

ど
は
排
雪
し
て
い
ま
す
が
、
通
り
全
体
の
排

雪
ま
で
は
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
近
隣

の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。地

域
の
み
な
さ
ん
で
除
排
雪
作
業
を
す
る

際
に
は
、
運
転
手
付
き
の
ダ
ン
プ
か
ロ
ー
ダ

(

雪
の
積
込
機
械)

の
い
ず
れ
か
を
無
料
で
お

貸
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
豪
雪

対
策
本
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
狭
い
交
差
点
な
ど
の
除
排
雪
が
必

要
な
場
合
は
、
町
内
会
長
さ
ん
か
地
区
の
代

表
の
か
た
を
通
じ
て
、
豪
雪
対
策
本
部
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
や
障
害
者
だ
け
の
ご
家
庭
の
除
雪

や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、
民
生
児
童
委
員
な

ど
か
ら
連
絡
を
受
け
て
、
災
害
対
策
本
部
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

一
般
家
庭
で
も
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
毎
年
必

ず
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
ま
す
。
命
綱

を
付
け
る
な
ど
安
全
に
は
十
分
に
配
慮
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「旧空港跡地(新屋)」「雄物新橋下流の河川
敷(新屋)」のほか、新たに秋田港に堆雪場を
設けました。どうぞご利用ください。

●だれでも使える堆雪場

●付近住民のかたが使える堆雪場

生
活
道
路
の
排
雪
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に

(元大王製紙予定地)

広報あきた　１月16日号05
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戦
後
60
周
年
を
機
に
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺

族
に
対
し
て
、「
特
別
弔ち

ょ
う

慰い

金
」
が
国
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す(

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債)

。
次
の
対
象
と
な
る
か
た
は
、
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
に
請
求
の
手
続
き
を
。

な
お
、
国
債
を
お
渡
し
す
る
時
期
は
、
決

ま
り
し
だ
い
個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
に
、
平
成
17
年
４
月
１
日(

基
準

日)

時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
か
た
が
い
な
い
場
合
、
次
の

順
番
で
先
の
か
た
、
お
一
人

１
…
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
「
弔
慰
金
」
の
受
給
権
者

２
…
戦
没
者
な
ど
の
子

３
…
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
が
あ
っ
た
か

た
で
、
基
準
日
に
お
い
て
氏
が
同
一
の
①
父

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
…
３
の
対
象
者
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
…
１
〜
４
の
対
象
者
以
外
の
３
親
等
内
の

親
族(

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
か
た
に
限
る)

■
請
求
窓
口
　
福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進

室(

福
祉
棟
２
階)

、
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
、

雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推

進
室tel(

８
６
６)

２
４
９
４

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
が

お
い
で
で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
か
た
は
、

学
習
に
必
要
な
費
用
、
給
食
費
な
ど
の
一
部

に
援
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み

学
校
か
ら
配
ら
れ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
各
学
校
ま
た
は
市

教
育
委
員
会
学
事
課tel(

８
６
６)

２
２
４
３

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
田
駅
東
側
の
手
形
字
西
谷
地
地
内
で
、

１
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
道

路
築
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
区
間
周
辺
は
一
部
交
通
規
制
が
行
わ

れ
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
う
回
す

る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画

整
理
工
事
事
務
所tel(

８
３
４)

２
２
０
４

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
会

社
や
個
人
で
工
場
・
事
務
所
・
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
か
た
が
事
業
の
た
め
に
使
っ

て
い
る
、
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な

ど
の
償
却
資
産
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
平
成
18

年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
所
定
の
申

告
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
１
月
31
日
(火)
ま
で

資
産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
告
書
が
お
手
元
に
な
い
か
た
に
は
郵
送
し

ま
す
の
で
、
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
も
な
償
却
資
産
の
例

構
築
物
▼
駐
車
場

の
舗
装
路
面
、
看
板
な
ど
の
広
告
設
備
、
門
、

塀
、
外
灯
、
受
変
電
設
備
な
ど
　
機
械
及
び

装
置
▼
各
種
産
業
用
の
機
械
や
装
置
な
ど

船
舶
▼
遊
覧
船
、
貨
物
船
、
ボ
ー
ト
な
ど

航
空
機
▼
飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

車
両
及
び
運
搬
具
▼
運
搬
車
、
台
車
、
大
型

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口１7.12.１現在

●人口／335,506人(＋22)
●男／159,795人(－５)
●女／175,711人(＋27)
11月分・出生 233人

・死亡 238人
・転入 607人
・転出　 580人

（ ）内は前月比

●世帯／134,058世帯(＋114)

４

３
手
形
で
６
月
ま
で

一
部
交
通
規
制

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

１
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

今月が納期の市税
市県民税第４期
国民健康保険税第７期
納期限は１月31日(火)です。

納期内に納付しましょう。
市税の納付には、簡単・便利

な口座振替をご利用ください。

市県民税は…
納税課tel(866)2059

国民健康保険税は…
国保年金課tel(866)2189

問い合わせ

２
就
学
援
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▲
▲



特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
　
工
具
、
器
具
及
び
備
品
▼
事
務
機
器
、

厨
房
用
品
、
金
庫
、
工
具
類
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
償
却
資
産
担
当

tel(

８
６
６)

２
８
３
６

平
成
18
年
度
に
、
市
お
よ
び
上
下
水
道
局

が
発
注
す
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
の
入
札
に
参
加
す
る
業
者
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

申
請
要
領
は
、
契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
申
請
用
紙
は
、
国
土
交

通
省
の
資
格
審
査
申
請
書
を
使
い
ま
す
の

で
、
東
北
建
設
協
会
秋
田
支
所tel(

８
２
３)

３
１
４
８
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
２
月
７
日
(火)
ま
で
、
契
約
課

工
事
契
約
担
当tel(

８
６
６)

２
１
６
５

▼
契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/

city/fn/cn/default.htm

今
年
３
月
末
で
市
営
バ
ス
事
業
が
廃
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
交
通
局
発
行
の
共
通
回
数
券

(

黄
色)

と
高
齢
者
専
用
回
数
券(

オ
レ
ン
ジ

色)

は
４
月
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

左
記
の
交
換
場
所
で
中
央
交
通
の
回
数
券
と

交
換
し
ま
す
の
で
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
手
数
料
な
ど
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
交
換
期
間

共
通
回
数
券
▼
現
在
、
交
換
で
き
ま
す
。
期

限
は
３
月
31
日
(金)
ま
で

高
齢
者
専
用
回
数
券
▼
２
月
１
日
(水)
か
ら
３

月
31
日
(金)
ま
で
。
な
お
、
切
り
取
っ
て
い
な

い
も
の
に
限
り
ま
す

■
交
換
場
所

交
通
局
中
央
営
業
所
、
市
役
所
バ
ス
コ
ー
ナ

ー
、
秋
田
駅
東
口
バ
ス
案
内
所
、
秋
田
駅
前

バ
ス
案
内
所
、
中
央
交
通
新
屋
案
内
所

●
問
い
合
わ
せ
　
交
通
局
管
理
課

tel(

８
６
２)

３
８
９
１

６
市
営
バ
ス
回
数
券
を

中
央
交
通
回
数
券
に

無
料
で
交
換
し
ま
す

受
験
資
格

昭和52年４月２日以降に生まれ、看護師、
臨床検査技師の資格を有するかた、または
平成17年度中に行われる国家試験において
同資格を取得見込みのかた

１月26日(木)は
文化財防火デー

文化振興室tel(866)2246

秋田市には、貴重な文化財がたくさんあります。
市民の財産である文化財を火災・地震などの災害か
らみんなで守り、後世に受け継いでいきましょう。

みんなで文化財を
守りましょう！

内
容
試験日 ２月19日(日) 会場 市立病院
科　目 一般教養、論文、面接

試
験
案
内
書

試験案内書は、１月16日(月)から市立病院
事務局総務課、市役所案内、土崎・新屋支
所、河辺・雄和市民センター、市民サービス
センター(アルヴェ)でさしあげます。試験
案内書をよく読んで、手続きしてください

受験申し込み・問い合わせ

１月23日(月)から２月３日(金)まで、市立病院事
務局総務課へtel(823)4171(内線2121)

平成18年度の市立病院の医療技術職員とし
て、看護師５人と臨床検査技師１人を募集します。

11月の家庭ごみなどの量

244万５千円
11月の家庭ごみの量は、基準年度

(平成14年度)と比べて33㌧減少し、３
万８千円の貯金ができました。

11月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

料
理
は
作
り

す
ぎ
な
い
、

食
べ
残
さ
な

い
で
ね
。

市医療技術職員の採用試験
看護師５人・臨床検査技師１人

５
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
の
入
札
参
加

登
録
を
受
付
中

天徳寺での防火訓練の様子

秋田中央道路工事のため移設していた、秋田駅西
口のタクシー乗り場が１月21日(土)から、JR秋田駅駐
車場が２月１日(水)から上記の場所へ復旧します。
また、この復旧に伴う工事のため、イトーヨーカ

ドー横の駐車場は、１月30日(月)から閉鎖します。

問い合わせ 東日本旅客鉄道(株)企画室tel(832)3402

秋田駅西口の駐車場と
タクシー乗り場が移転します

07 広報あきた　１月16日号

▲ ▲

▲



08

読
者
の
伝
言
板

桜地区の民生委員が介護施設を訪問

月　刊

読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

●
わ
が
家
で
は
ハ
タ
ハ
タ
を
た
く

さ
ん
買
い
ま
し
た
。
今
年
は
大
漁

の
せ
い
か
、
車
で
売
り
に
来
ま
し

た
。さ
っ
そ
く
箱
ご
と
外
に
置
き
、

天
然
の
冷
蔵
庫
代
わ
り
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
、
箱
を
開

い
て
悪
く
な
っ
て
い
な
い
か
見
て

い
ま
す
が
、
寒
さ
の
お
か
げ
で
大

丈
夫
！(
主
婦
さ
ん
　
57
歳
　
仁

井
田)

●
今
年
の
雪
は
す
ご
い
で
す
ね
。

六
歳
の
一
人
息
子
が
毎
朝
、
雪
か

き
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
雪
か

き
は
「
大
変
だ
ー
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
息
子
が
一
緒
だ
と
楽

し
く
、
心
も
体
も
温
か
く
な
り
ま

す
。
雪
か
き
、
頑
張
る
ぞ
！(

猫

娘
さ
ん
　
34
歳
・
山
手
台)

●
寒
さ
が
苦
手
な
わ
た
し
。
今
ま

で
は
親
と
一
緒
で
甘
え
て
い
た
け

ど
、
今
年
の
冬
は
全
部
自
分
で
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
早
く
起
き

て
雪
寄
せ
、家
事
と
仕
事
の
両
立
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
々
、
親
か

ら
の
差
し
入
れ
う
れ
し
い
で
す

(

ゆ
う
こ
さ
ん
　
31
歳
・
桜)

●
こ
の
冬
は
雪
が
多
く
て
大
変
で

す
。
毎
朝
、
通
勤
し
た
だ
け
で
、

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
ぐ
ら
い
ぐ

っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す(

柴
田

美
和
子
さ
ん
　
38
歳
・
新
屋)

●
秋
に
車
庫
の
工
事
を
し
て
軽
自

動
車
か
ら
大
型
車
分
ほ
ど
の
広
さ

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
雪
寄
せ

も
三
倍
ほ
ど
に
増
え
て
し
ま
っ
て

毎
日
大
変
で
す(

菊
地
園
子
さ
ん

31
歳
・
外
旭
川)

●
子
ど
も
の
こ
ろ
は
塾
も
な
く
、

毎
日
雪
遊
び
。
寒
さ
、
冷
た
さ
も

な
く
、
楽
し
く
遊
び
過
ご
し
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

今
は
年
齢
と
と
も
に
雪
を
見
る
の

も
う
ん
ざ
り
で
す
。
で
も
、
消
え

な
い
雪
は
降
ら
ず
、
月
日
を
数
え

て
春
を
待
ち
た
い
も
の
で
す(

後

藤
康
子
さ
ん
　
65
歳
・
牛
島)

●
隣
の
空
き
地
に
十
階
建
て
の
ビ

ル
が
建
設
中
で
す
。
毎
日
工
事
の

進
行
が
見
え
ま
す
。
最
近
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
連
日
の
よ
う
に
耐

震
偽
造
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
自
然
に
工
事
の
こ
と
が
詳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た(

も
の
が
見

え
る
人
さ
ん
　
80
歳
・
千
秋)

●
今
年
初
め
て
、
葉
ボ
タ
ン
の
種

を
ま
い
て
み
た
ら
、
店
頭
で
売
っ

て
い
る
よ
う
な
見
事
な
葉
ボ
タ
ン

に
育
っ
た
。
寒
さ
に
強
い
の
で
、

12月20日、桜地区の民生児童委
員協議会のみなさんが介護施設へ
歳末友好訪問を行いました。昨年
までは各施設にプレゼントのみか
んを届けるだけでしたが、今年か
ら施設の利用者のかたがたとの交
流も始めました。
この日は３、４人のグループに

分かれて、桜地区や近隣にある４
か所の施設を訪問。その１つ、ケ
アプラザサクラには４人の民生委
員が訪問し、利用者のみなさんと

一緒におしゃべりや歌を楽しんだ
り、配膳を手伝ったりしました。
同協議会の滑川準治会長は「施

設利用者のお話の中から、高齢者
が何を望んでいるかが見えてきま
す。コミュニケーションを大切に
して、実のある活動にしたい」と
話します。
いきいきした利用者のかたがた

と楽しく過ごし、施設をより身近
に感じるようになったと民生委員
のみなさん。この日深まった施設

とのつながりは、今後の活動に役
立っていくことでしょう。

お互いの顔が見えるあたたかい交流を

デイサービスのクリスマス会で歌を披
露する民生委員のみなさん

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287



畑
か
ら
鉢
に
移
し
て
、
玄
関
に
観

賞
用
に
置
い
て
い
る(

元
気
印
の

じ
い
さ
ん
さ
ん
　
68
歳
・
金
足)

●
表
紙
の
「
２
０
０
７
秋
田
わ
か

杉
国
体
ま
で
あ
と
○
○
○
日
」。

ス
ギ
ッ
チ
、
と
て
も
か
わ
い
い
！

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ギ
ッ
チ
の

活
躍
も
楽
し
み
で
す(

桜
田
智
恵

子
さ
ん
　
42
歳
・
豊
岩)

●
今
年
は
パ
ソ
コ
ン
の
講
座
で
年

賀
状
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
毎
日
、

メ
ー
ル
の
み
の
使
用
で
し
た
の
で

感
激
で
し
た
。
浅
く
広
い
趣
味
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、

脳
開
発
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
深

く
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
を
得
た
い
と

思
い
ま
す
。(

Ｋ
子
さ
ん
　
61

歳
・
浜
田)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「完納」、問２が「やよい」
の火でした。全問正解142通(応募総数160通)の中から、次の
20人のかたに図書カード(10人)とスギッチ携帯電話ストラッ
プ(10人)をお送りします。

12月16日号の当選者

◆１月の広報クイズは17ページです。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

＝敬称略＝

係から
ひとこと

秋
田
万
歳

ク
ラ
ブ

こ
の
冬
は
記
録
的
な
大
雪
で
す
が
、
先

日
、
ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場
か
ら
車
を
出
し

た
瞬
間
、
道
路
の
わ
だ
ち
に
タ
イ
ヤ
が
は

ま
り
、
立
ち
往
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

脱
出
し
よ
う
と
一
人
で
あ
れ
こ
れ
挑
戦

し
ま
し
た
が
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
困
っ
て

い
る
と
、
ア
パ
ー
ト
の
住
民
の
か
た
が
車

を
押
し
て
く
れ
た
り
、
近
所
の
か
た
が
鉄

板
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
て
、
ど
う

に
か
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
す
る
か
た
ば
か
り
で
し

た
が
、
寒
さ
の
中
、
懸
命
に
手
伝
っ
て
く

だ
さ
っ
た
親
切
に
感
激
し
ま
し
た
。

連
日
の
寒
波
で
、
心
も
冷
た
く
な
り
が

ち
で
す
が
、
ほ
っ
と
温
ま
る
出
来
事
で
し

た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

悟)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者の
かたに厳正に抽選してもらっています(広報課)

自主防災組織の
研修会に参加し
た小玉正一さん
(手形東町第四
区町内会)

旧黒澤家住宅
の保存修理見
学会に参加し
た籾山昭市さ
ん(下新城)

下浜桂根の小正
月行事“やまは
げ”に参加した
三浦昴平さん

(下浜桂根)

やまはげデビュー

早く着てみたいですね

南部公民館の手
編みベスト作り
に参加した荒木
明子さん(牛島)

旧黒澤家住宅の保存修理現地見学会で。屋根
の材料となる秋田杉を、ナタ１本で薄さ数㍉ま
でに割る職人の技に…「すご～い！」

地図を使って避難経路や
危険箇所などを確認する手
法を学び、地域防災を考え
るうえでとても参考になり
ました。私の地区でも以前
防災マップを作ったのです
が、あらためて見直してみ
たいと思います。

もしもの時に備えて

私が幼いころ、旧黒澤家の
ような屋根(木を薄く切って
葺
ふ

いたもの)の家が、まだ残っ
ていたこともあり興味がわき
ました。建物のつくりは小さ
いけど、中二階や流し回りな
ど、手が込んでいて、さすが
上級武士の屋敷ですね。

さすが、上級武士の家

初めて“やまはげ”の面を
かぶりました。もちろん面
を作るのも初めて。大きな
ざるに、わらや紙を付けた
面(表紙に写真)は、ちょっと
重かった…。地域の伝統行
事、これからもしっかり受
け継いでいきたいです。

かぎ針で、自分にぴった
りサイズのベストを編んで
います。基本の編み方を覚
えるまでは、すごく苦労し
ました。とにかく根気が必
要ですね。でも、一度覚え
たらいろいろ作れそう。で
きあがりが楽しみです。

古(いにしえ)への思い

秋田城跡発掘
調査整理作業
体験学習会に
参加した渡辺
久子さん(金足)

秋田城跡で発掘された遺物
の実測などを体験しました。
ほんとうに細かい作業です
ね。土器の破片を接合する作
業をしながら「この器にはど
んなものを入れていたんだろ
う」って、いにしえに思いを
はせました。

図書カード 加藤次男(東通)、鎌田里夏(土崎)、川井精一(楢山)、小林
あや子さん(牛島)、柴田美和子(新屋)、主婦(仁井田)、中田ヨシ子(土崎)、
仁井田のプー子(仁井田)、バカボンパパ(八橋)、保坂久治(土崎)
ストラップ 浅利セツ(上北手)、Ｓ．Ｋ(土崎)、川邉千代子(広面)、元
気印のじいさん(金足)、桜田智恵子(豊岩)、佐藤忠(仁井田)、菅原久
美子(八橋)、高橋信行(大住)、高橋英樹(新屋)、竹内龍誥(牛島)

09 広報あきた　１月16日号

▲
▲
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優秀賞　
渡邉菜月(上新城小１年) 三浦佳苗(上新城小４年)
小林優也(上新城小４年) 石塚香椰(秋大附属小４年)
辻媛花(秋大附属小４年) 荻原瑠華(外旭川小５年)
伊藤誠也(外旭川小５年) 工藤ひかり(外旭川小５年)
浦山功大(戸米川小５年)

藤
田
彩
華
さ
ん
の
作
品

最優秀賞
藤田彩華(秋大附属小５年)

きのこ、水稲などの複合経営。こだわ
りのきのこは市内７か所の直売所で販売。
地産地消にも積極的に取り組んでいます。

＝敬称略＝

お客さんの声に応えようと地道にがんばって
きたのが受賞につながったと思います。
「うめがったよ」って言われるとやっぱりうれ
しい。これからもお客さんとの対話を大事に、
専業農家としてしっかりやっていけるよう努力
します。

佐藤太郎兵衛さん (河辺)最優秀賞

これからは「質」にこだ
わっていきたいです。若い
かたの仲間を増やし、お客
様に喜んでもらえるような
ものづくりをめざします。

高い技術と優れた経営能力で地域農業の担
い手として確かな実績をあげている優秀農家
のみなさん。受賞おめでとうございます。

佐藤清史さん

農業個人部門・
男性農業者の部

優秀賞

(外旭川)

地域の厚い信頼を受け、耕起、田植え、刈
り取りなどの受託が年々増加。地域の農業を
支えています。

優秀賞

アクティブファーム(雄和)農事組合法人

組織の強化と受託拡大が目標。よりいっそう地域に
認められるよう力を合わせてがんばります。

(同法人の吉田孝司さん)

花きの生産技術はトッ
プクラス。若手農業後継
者のリーダー的役割を果
たし、地域農業の担い手
として期待されています。

酪農経営。自給粗飼料
を使って低コスト化を実
現。地産地消にも力を注
ぎ、野菜や加工品の直売
も行っています。

家族で助け合いながら
続けてきました。直売所
の経営をしっかりと軌道
にのせ、これからも新鮮
でおいしいものを提供し
ていきたいです。

佐々木直子さん

農業個人部門・
女性農業者の部

優秀賞

(河辺)

児
童
図
画
部
門

優秀農家を表彰

自
立
専
業

経
営
体
部
門

農
業
地
域

活
性
化
部
門



印
鑑
登
録
証
の
交
換
は
お
済
み
で
す
か 河辺市民センターtel(882)5131

問い合わせ

河辺・雄和地域のし尿くみ取り料金基
準額が、４月１日から下表のように変わ
ります。なお、旧秋田市地域のくみ取り
料金は変わりません。

●河辺中学校吹奏楽部の演奏　●河辺太鼓　●ドンパン
踊り　●ヤートセ踊り　●親子で楽しくゲーム　●餅つ
き体験と試食会　●あったか屋台村　●雪灯籠とミニか
まくら一斉点灯　●冬花火打ち上げ　●物産コーナー　　　

雄和市民センターtel(886)5523

●古い印鑑登録証があれば、代理のかたでも交換
できます

●自動交付機の利用には暗証番号が必要です。印
鑑登録証の交換と同時に暗証番号を登録される
かたは、運転免許証、健康保険証など身分を証
明するものと認め印をお持ちください

向浜事業所tel(865)1107問い合わせ

河辺・雄和地域のし尿くみ取り料金

問い合わせ 河辺市民センター産業班tel(882)5162

１月28日(土) 午前10時～午後８時
河辺総合福祉交流センター前
特設会場

あきた市民カード

と　き

ところ

おいしく楽しい雪のお祭り。冬の夜空にま～るい花火…。
今年の冬も雪の河辺で楽しもう！ご家族連れでぜひどうぞ。
混雑が予想されますので、なるべく列車などをご利用ください。

旧河辺・雄和両町で発行した印鑑登録証は、
昨年１月の市町合併により、現在使用できま
せん。新しい印鑑登録証(あきた市民カード)

と交換する必要がありますので、古い印鑑登録証
をお持ちになり、河辺・雄和市民センターで交換
(無料)してください。
あきた市民カードは、住民票、印鑑登録証明書

などの自動交付機が利用できます。自動交付機は
市役所本庁、土崎・新屋支所、市民サービスセン
ター(アルヴェ)、秋田テルサに設置しています。

古い登録証(旧雄和町)

し尿くみ取り料金が
４月から変わります

河辺・雄和地域のみなさんへ

広報あきた　１月16日号11

駐車場　①JA新あきた河辺基幹支店　
②秋田銀行河辺支店　③除雪ターミナル
④河辺市民センター　⑤河辺学校給食セ
ンター　⑥和田郵便局　⑦河辺体育館
⑧旧農協跡地　⑨JR和田駅駐車場

※図中の数字は駐車場
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「申告センター」では、申告書の作成、提出や申
告に関する相談もできます。秋田南・北税務署内
には申告書を作成する場所がありませんので、申
告書の作成は「申告センター」をご利用ください。

申告センターをご利用ください
●申告書はご自分で記載し、受付期間内に、秋田
南・北税務署、または右記の申告センターへ提
出してください。
●国税庁ホームページでは、「確定申告の手引き」
をご覧になれるほか、「確定申告
書等作成コーナー」で申告書など
が作成できます。プリンタで印刷
すれば、そのまま使用できますの
で必要書類と一緒に提出してくだ
さい。
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/
●所得税の還付申告は、２月15日(水)以前でも申告
書を提出できます。

申告書は自分で作成し、早めに提出を

会場 秋田県労働会館「フォーラムアキタ」
(中通六丁目７-36)…会場には駐車場がありませ
んので、公共交通機関などをご利用ください。
日時 １月26日(木)から３月15日(水)までの平

日、午前９時～正午、午後１時～４時

確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く

平
成
17
年
分

会場 セリオン２階イベントホール
日時 １月26日(木)から３月15日(水)までの平

日、午前９時～正午、午後１時～４時

確定申告の問い合わせ

秋田南税務署tel(８３３)５２６４

秋田北税務署tel(８４５)１７５３

平成17年中に住宅を取得したかたを対象に特別控除の説明会を開催します。会
場は、右上の各申告センター。参加希望のかたは各税務署へお申し込みください。

■秋田北税務署申告センター

北税務署管内 日時／２月１日(水)・２日(木)午前10時～11時30分と午後２時30分～４時の各２回
南税務署管内 日時／２月８日(水)・９日(木)午前10時～11時30分と午後２時30分～４時の各２回

住宅借入金等の特別控除説明会

■秋田南税務署申告センター

所得税 ２月16日(木)～３月15日(水)
贈与税 ２月１日(水)～３月15日(水)
消費税(個人事業者) ３月31日(金)まで

受
付
期
間

税務署から
お知らせ

市税や使用料など、市が自前で集めているお金を「自
主財源」っていうんだ。それ以外のお金は「依存財源」。
自主財源が市全体の収入のどのくらいを占めるかを「自
主財源比率」といって、財政基盤の安定性や行政活動の
自主性を判断する目安として使われているんだよ。
秋田市の自主財源比率は48.6㌫で東北６県の県庁所

在地の中では５番目。ちなみに１番は福島市の58.6㌫。
収入全体からみた市税の割合は34.9㌫で、自主財源

の約７割を占めるんだ。市の自立性を高めるためには、
市税の確保が欠かせないんだね。

学生がアルバイトをして稼いだお金を「自主財源」、

市を動かすお金。市税がいちばんの頼り

市民税課税制担当tel(866)2054

今回のテーマは「市税収入の割合は全体のどれ
くらい？」。さあ、いっしょに考えてみよう！

自分で収入を得ることが大事

親からの仕送りを「依存財源」として考えてみよう。
教科書を買うとき、アルバイト代が足りなければ仕

送りを増やしてもらうしかないよね。反対に、アルバ
イト代で買うことができれば仕送りは少なくても済む。
自分のことなんだからなるべく親の負担は少なくした
いよね。もちろん勉強はたいへんだけど、アルバイト

もがんばらなくっちゃ…。
みんなでまちづくりを進めていくとき

も、できるだけ自分たちのお金でやって
いくことが大切だと思うんだ。それには
市税がとっても大事なんだよ。

秋
田
市
の
収
入
内
訳

(

平
成
16
年
度
決
算)



こころの休暇、とっていますか

おおむね60歳以上のかたが対象で
す。時間は午前10時～正午。参加
無料。直接会場へどうぞ。
ヨガ教室 １月17日(火)、大森山老
人と子どもの家で。tel(828)1651
ADL体操 １月18日(水)、八橋老人
いこいの家で。tel(862)6025
なつメロ教室 １月19日(木)、飯島
老人いこいの家で。tel(845)3692
ADL体操 １月24日(火)、雄和ふれ
あいプラザで。tel(886)5071

時間は午後７時～９時。参加料300円。
■ソフトバレー 日時／１月25日
(水)、２月１日(水)・８日(水) 会場／
河辺体育館　定員／30人　
■ミニテニス 日時／２月７日
(火)・16日(木)・21日(火) 会場／雄和
体育館　定員／20人　
●申し込み　いずれも１月17日(火)
午前９時からスポーツ振興課

tel(866)2247

秋田駅東口からの送迎バスあり。
日時／１月25日(水)午前10時45分～

午後零時15分　会場／クアドーム
ザ・ブーン　料金／2.600円(昼食・
入場料込み) 定員／先着20人
●申し込み　１月23日(月)までクア
ドームザ・ブーンtel(827)2301

男性・女性の更年期について医師な
どが講演するほか、体験談発表など。
託児あり(要予約)。
日時／１月18日(水)と２月10日(金)午
前10時30分～正午(２回講座)
会場／アトリオン７階　
参加費／無料　定員／50人
●申し込み　(財)秋田県婦人会館

tel(836)7840

「脂肪肝の病態と対策」を中心に、
市立病院の医師、理学療法士、管理
栄養士が講演します。直接会場へ。
日時／１月21日(土)午前10時～11時
30分　会場／市立病院１階外来ホ
ール　参加費／無料
●問い合わせ　市立秋田総合病院医
事課tel(823)4171

同世代の仲間と交流しませんか。
対象／おおむね６か月以上ひきこも
りが続いている15歳以上のかたで、
統合失調症やうつ病などの精神疾患

を有していないかた
日時／１月26日(木)、２月23日(木)、
３月23日(木)午後２時～４時
会場／市保健所２階デイケアルーム
参加費／無料　定員／各10人　
●申し込み　市保健所健康管理課

tel(883)1180

「がんの予防と早期発見法」がテー
マ。秋田大学医学部の本橋豊教授に
よる基調講演や医師らを交えてのシ
ンポジウムなど。
日時／１月28日(土)午後１時30分～
４時30分　会場／秋田ビューホテ
ル４階　参加費／無料　
●問い合わせ　秋田市医師会

tel(865)0252

会場は市保健センター。いずれも電
話で予約が必要です。
成人歯科相談 歯科衛生士がむし歯
や歯周病など、歯の健康についての
相談に応じます。日時／１月23日
(月)午前９時30分～正午　
食生活相談 肥満、高血圧、糖尿病
のかたの食事について栄養士が相談
に応じます。日時／２月14日(火)午
前10時～午後２時30分
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

健康

市保健所健康管理課tel(883)1180

「風邪をひいた」「疲れた」…からだの健康はすぐ気
づくのに、心の健康はおろそかになりがち。
ストレス社会を乗りきって、ゆとりある生活を送る

ため、心も健康な日々を過ごしたいものですね。

「気分が沈む」「ちょっと憂うつ」は、
心の健康にとって危険信号！　市保健所
では、精神科医による「こころの相談」
を、毎月第１・第３木曜日、午後２時か
ら４時まで行っています。予約制ですの
で、市保健所健康管理課へお申し込みください。
なお、保健師による相談は随時行っています。予約

は不要ですので、お気軽にご利用ください。

問い合わせ

いきいきサロン

ひきこもり青年
せいねん

期
き

の集
つど

い

心
こころ

とからだの健康
けんこう

フォーラム

市保
し ほ

健所
けんじょ

の相談
そうだん

水
すい

中
ちゅう

歩
ほ

行
こう

教
きょう

室
しつ

生
い

き生
い

き健康
けんこう

スポーツ教
きょう

室
しつ

●自分に合ったストレス解消法で、こころの休養を
●悩みや不安は一人で抱え込まず、相談しましょう
●十分な睡眠をとり、からだを休めましょう
●お酒や薬の助けなしに、心地よい睡眠をとれるよう
にこころがけましょう

ゆとりある生活を送るためのポイント

保健所の相談をご利用ください

市
し

立
りつ

病
びょう

院
いん

の肝臓
かんぞう

教
きょう

室
しつ

医
い

療
りょう

を考
かんが

える集
つど

い

広報あきた　１月16日号13

地区の保健推進員や町内会などの協力を得ながら市
内９地区で展開している「こころの健康づくり地区活
動」。リラクゼーション法の体験から自殺予防の講話会
まで内容は幅広く、地域ぐるみで心の健康増進に取り
組むことで、ゆとりある生活の実現をめざしています。

地域で取り組む“こころの健康づくり”
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結核に対する抵抗力は、お母さんからもらうことがで
きません。結核予防のため、BCG接種を受けましょう。
対象年齢は、生後６か月までです。生後３か月になっ

たら早めにどうぞ。お子さんは、保護者かお子さんの健康
状態を知っているかたがお連れください。ご自分の対象地
区以外の会場でも受けられます。
各会場(河辺・雄和を除く)とも駐車場が狭く混雑が予

想されますので、ご注意ください。

６か月までのお子さん
(生後３か月から６か月までに受けましょう)

母子健康手帳と予診票

市保健所健康管理課tel(883)1179問い合わせ

●病気や他の予防接種との間隔など、やむをえない
事情で６か月を超えた場合は、１歳未満まで接種
できますが、できるだけ早い日に受けてください。

●母子健康手帳別冊折り込みの青色(BCG)の予診票
は、記入して切り離してお持ちください。
●市から配られた冊子「予防接種と子どもの健康」
を読んでからおいでください。

受付時間 午後１時30分～２時15分

特定不妊治療費を助成
不妊治療を受けているかたが、市の指定医療機関

で体外受精、顕微授精を受けた場合、その治療費を
１年度あたり10万円を限度に通算２年間助成しま
す。夫妻の前年所得の市保健所合計が650万円未満
のかたが対象です。
申請時期は、治療が終了した日の属する年度内と

なっていますので、申請を予定しているかたは、３
月末までに市保健所保健予防課へ申請してくださ
い。申請書は、保健予防課でさしあげています。

指定医療機関
●秋田大学医学部附属病院
●設楽産婦人科内科クリニック

※市外の医療機関に受診したかたはお問い合わせください。

問い合わせ 保健予防課母子保健担当tel(883)1174

「残留農薬」をご存じです
か？　野菜や果物などを病
原菌や害虫から守り、作物
の成長を促進するために必
要な農薬。この農薬が食品
中に残ったものを、残留農
薬といいます。
昨年11月、作物に使われ

る農薬で、食品に残留する可能性があるすべ
てのものについて、食品中の残留基準が定め
られました。基準として定められた量は、人
が食べ物と一緒に生涯摂取しても、健康には
影響がない量とされています。
市保健所では、市内で生産された作物や市内

で流通販売されている作物について、定期的に
残留農薬の検査を実施しています。残留の基準
を超える食品が市内を流通しないように安全性
を確保していますのでご安心ください。

残
留
農
薬
を

検
査
し
て
い
ま
す

農
薬
分
析
検
査
の
様
子

衛生検査課tel(883)1181問い合わせ

２月18日(土)
市保健センター
●赤ちゃんのお風呂の入れ方体験
●助産師の講話「産後の体と心の変化・育児参
加の実際について」

●ビデオ学習　●保健サービスの紹介

往復はがきの往信用に、夫妻の氏名(ふり
がな)・年齢、住所、電話番号、２月18日現
在の妊娠週数と出産予定日、返信用に住
所、氏名を書いて、２月１日(水)(必着)ま
で、〒010-0976秋田市八橋南一丁目8-3 保
健予防課母子保健担当tel(883)1174

申
し
込
み

妊娠16週～35週の妊婦さんと配偶者

２人でＴｒｙ！

パパ・ママれっすん
午後１時～３時30分

対象

36組(応募多数の場合は抽選)定員

※通常、農薬は、定められた方法を守って使用した

場合、残留の基準を超えて食品中に残留すること

はありません。

対
象

持
ち
物

日
程
表



保健師と栄養士が相談に応じま
す。事前に電話でお申し込みを。
とき／１月23日(月)午前10時～午後
３時30分　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

お子さんの月齢に適した離乳食
の進め方、食品の調理法などを指
導するほか、試食もあります。栄
養士、保健師、歯科衛生士による
個別指導も。受講無料。開始30分
前から受け付けます。筆記用具、
母子健康手帳、おしぼりを持って、
お子さんと一緒に直接会場へ。
後期離乳食教室(生後８か月～10か
月) とき／１月30日(月)午前10時
～11時30分と午後１時30分～３時
ところ／市保健センター　問い合
わ せ ／ 市 保 健 所 保 健 予 防 課
tel(883)1175
離乳食教室(生後４か月～10か月)
とき／２月１日(水)午後１時30分～
３時　ところ／河辺総合福祉交流
センター　問い合わせ／河辺市民
センター福祉保健班保健担当

tel(881)1201

いずれも無料。問い合わせは、
子ども未来センターtel(887)5340
こんにちは広場 ふれあい遊び、
育児相談。会場の駐車場が狭いの
で自家用車はご遠慮ください。
保戸野児童館 １月24日(火)午前
10時30分から　仁井田児童館 ２
月８日(水)午前10時から
パンダ広場 開始30分前から手作
りおもちゃで遊べます。
とき／１月31日(火)午前10時～11
時　ところ／アトリエももさだ
親子のふれあい広場 手遊びやふ
れあい遊び。午前10時～10時30分、
アルヴェの子ども未来センターで。
よちよち広場(0～1歳) ２月２日
(木)・16日(木) ぴょんぴょん広場(2

～3歳) ２月９日(木)・23日(木)
つくっチャオ 紙袋で変身ごっ
こ。とき／２月３日(金)・17日(金)午
前10時～11時　ところ／子ども未
来センター

会場はクアドームザ・ブーン。
申し込みが必要。tel(827)2301
ママとベビィのスイミング
対象／６か月から３歳までのお子
さんと母親　とき／１月19日(木)午
前10時～11時　料金(入館料込)／
親子で1,050円、子ども２人以上
の場合、１人につき300円の追加
定員／先着20組
ママたちのアクアビクス
お子さん連れでないかたも歓迎！
とき／１月24日(火)午前11時～正午
料金(昼食、入館料、託児料込)／託
児あり1,800円、託児なし1,500円
定員／先着20人

未就園児とその保護者が対象で
す。親子でエアロビクスを楽しも
う！　直接会場へどうぞ。
とき／１月27日(金)午前10時30分～
11時30分　ところ／雄和公民館
●問い合わせ　雄和公民館

tel(886)5585

幼児の食事と栄養の話。
とき／２月１日(水)午前10時～正午
ところ／北部公民館
●問い合わせ　北部公民館

tel(873)4839

時間は午前10時15分～11時30
分。親子で楽しめる工作や折り紙、
育児相談、喫茶などもあります。
無料託児あり。直接会場へどうぞ。
ひとつ上のキレイのために １月
28日(土)、土崎公民館で。資生堂販
売員が講師　上手につきあう子ど
もの心 ２月４日(土)、遊学舎で。
外旭川病院の小児科医師が講師

●問い合わせ　willこねっとの佐藤
さんtel090-5353-1069

お面作り。無料託児あり。
対象／就園前のお子さんとご家族
とき／１月29日(日)午前10時～正
午　ところ／遊学舎　参加料／１
家族300円　定員／先着20組
●申し込み　NPO法人ばっけの会

tel(834)4733

とんとんくらぶ 対象／３歳未満
のお子さん　とき／１月18日(水)午
前10時～11時30分　ところ／下北
手児童センター　
●問い合わせ　下北手地区主任児
童委員の川村さんtel(834)9427
しゃぼんだま広場　手作りおもち
ゃやさん。とき／１月20日(金)午前
10時～11時30分　ところ／四ツ小
屋児童センター
●問い合わせ　四ツ小屋地区主任
児童委員の伊藤さんtel(839)3891
親子エアロビ とき／１月20日
(金)・27日(金)、１歳～就園前のお子
さんは午前10時から、生後６週間
～１歳のお子さんは午前11時から
ところ／寺内のユースパル　参加
費／500円　
●問い合わせ　子育て応援Seed

tel090-2954-3947

ファミリー・サポート・センターは、
利用会員が急な用事や仕事などの
ときに、お子さんをあずかってく
れる協力会員を紹介する制度です。
今回は、その協力会員を募集し

ます。子どもが好きで、自分の空
いた時間に子育て支援をしたいと
いうかたは、ぜひご登録ください。
なお、会員になるためには下記の
研修が必要です。
研修日／２月９日(木)午前10時～午
後４時　会場／アルヴェ４階洋室B
●申し込み　秋田市ファミリー・
サポート・センターtel(887)5336

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

育児サークルにおいで

子ども未来センターの催し

市保健所の育児相談

ママたちが作る子育て情報誌

あきたでOSANPO！
陶彩サエラ、ブックスシティピ
ア、県庁地下の書店などでお求
めください。定価200円。詳し
くは、武田さんtel(828)6086

離乳食教室

ザ・ブーンの水泳教室

あつまれ！わんぱくキッズ

北
き

・ら・らキッズ

子育てきらめきサロン(講演会)

お面作り講習会

ファミリー・サポート・センター会員募集

広報あきた　１月16日号15
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ボランティア募集

１/16(月) １/17(火)
●市政番組のメイキング集

●地域の防災力を強化！
～自主防災組織リーダー
研修会

１/18(水) １/24(火)
月～木　午前10時30分～

火～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●芸術院の日本画展
～千秋美術館企画展

●市民リポーターが紹介
～冬だ！オーパスへ行こう！

15
分 ●１/29(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「雪の動物園へようこそ！」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
tel(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●太平山スキー場オーパスへ行こう
●水道の凍結にご注意を
●２月５日(日) 童っ子の雪まつり

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 ３ 時00分～
エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～

問い合わせ 企画調整課国際交流担当tel(866)2033
“地産地消を進める会”の秋元
浩さんをゲストに迎え、秋田の
食や日本酒について話していた
だきます。参加費200円(地元食
材で作ったおやつ代)。定員20人。

申し込み

１月31日(火)まで
市民交流サロンtel(887)5312

李紹成さん

中国蘭州市
文化交流事業

２月２日(木) 午後７時～９時
アルヴェ４階和室

中国蘭州市から中国武術の専門家・
李
リ

紹
シャオ

成
チャン

さんを講師に招き、各公民館で
太極拳講座を開催します。いずれも初
心者向け。申し込みは各公民館へ。運
動靴と動きやすい服装でどうぞ。

秋田市の歴史、観光、伝統行事
など、まごころ込めて観光客を
ご案内する観光ボランティアを
募集します。依頼に応じた観光
案内、施設見学会での案内、観
光パトロールなど。
任期は今年４月から２年間。

対
象
19歳以上で、３月に開催する
研修会(４回)に参加できるかた

応
募
方
法

履歴書(写真貼付)を、１月31
日(火)まで下記へ郵送か直接
提出してください。
〒010-0921秋田市大町二丁
目３-27秋田ニューシティ５
階 秋田観光コンベンション
協会tel(824)8686

モーツァルトと地方都市
ザルツブルクに学ぶ北国の魅力

赤れんが郷土館20周年記念講演会

２月11日(土) 午後４時～５時30分
赤れんが郷土館

対象 高校生以上のかた
定員 先着60人
参加費 200円(赤れんが館の観覧料)

申し
込み

１月23日(月)午前９時30分から
赤れんが郷土館tel(864)6851

●消防車、パトカー、レスキュー
隊がやってくる！
●交通機動隊はやぶさ号、シート
ベルト体験車に乗車！
●運転適性検査など全9コーナー

全コーナーに参加したお子さん
へ、写真付き子ども免許証を進呈。
お菓子つかみ取りにも挑戦！

自然科学学習館tel(887)5330

１月22日(日) 10:00～15:00
アルヴェきらめき広場

秋田市観光案内人
を募集します

“まごころ”込めて
ご案内！

ALVE deヨルカイギ

食べよう！語ろう！
秋田のうんめえ食

今年はモー
ツァルト生
誕250周年。
秋田と同じ、
冬の厳しい

オーストリアの地方都市・ザル
ツブルクが、なぜ、彼のよう
な才能を生むゆりかごとなっ
たかを、映像と音楽を交えて
探ります。講師は、秋田大学
助教授の小宮正安さん。

入場無料！入場無料！



今年３月卒業予定の学生、34歳以
下の求職者が対象です。就職前に実
際の職場を体験するための、企業と
の面談会。参加無料、直接会場へ。
日時／１月20日(金)午後１時～４時
30分　会場／秋田ビューホテル
●問い合わせ　フレッシュワーク
AKITAtel(826)1735

「家庭内暴力と子どもの虐待」をテ
ーマにした講演。参加無料。
日時／１月21日(土)午後３時40分～
５時　会場／秋田県総合保健センタ
ー大会議室　申込／住所、氏名、電
話番号を、ファクスかEメールでお
知らせを　ファクス(836)2620
Eメール　yass@doc.med.akita-u.ac.jp
●問い合わせ　秋田大学医学部小児
科の渡部さんtel(884)6159

幼児、小学生のお子さんがいる母親
が対象です。感情的、攻撃的になり
そうで…、対立が怖くて…。自分の
思っていることが言えないでいるあ
なたのために、秋田市主任専門相談
員の田口京子さんがアドバイスします。
グループでの話し合いなど。無料。
日時／２月10日(金)・17日(金)・24日
(金)午前10時～11時45分　会場／ア
ルヴェ４階洋室　定員／先着12人
●申し込み　１月24日(火)から子ど
も未来センターtel(887)5340

学校などにおけるフッ素うがいにつ
いて、推進・反対両者が討論します。
入場無料。直接会場へどうぞ。
日時／１月29日(日)午後１時30分～
４時　会場／文化会館５階
●問い合わせ　集団フッ素洗口を考
える会tel(824)5211

短歌、俳句、川柳の各部門(未発表に
限る)。１部門１作品で、複数の部
門に応募できます。出詠料１作品に
つき500円は小為替または書留で。
大会は３月12日(日)、文化会館で。
●申し込み　１月31日(火)まで、
200字詰め原稿用紙に部門、作品、雅
号(ふりがな)、住所、氏名(ふりがな)、
電話番号、年齢、職業(勤務先)を書
いて、出詠料同封のうえ、
〒010-0951秋田市山王七丁目３-１
(社)秋田市文化団体連盟事務局

tel(866)4026

千秋美術館所蔵の岡田謙三作品を解
説してくださるボランティアを募集
します。対象は大学生以上。２月末
から３月末までの毎週日曜日に開催
予定の養成講座を受講していただき
ます。定員は20人(選考による)。
●申し込み　２月３日(金)まで千秋
美術館tel(836)7860

県育英会が運営する、男子寮(東京
都世田谷区)と女子寮(神奈川県川崎
市)の入寮者を募集します。今年４
月に大学、短大などに入学するかた

が対象ですが、細かな規定がありま
すので、詳しくはお問い合わせを。
●問い合わせ　(財)秋田県育英会

tel(860)3552

30歳代までの働いているかた、こ
れから就職をめざすかたへのキャリ
アアップのための情報を提供。対人
関係、恋愛、人生設計などの相談に
も応じます。相談は予約制。
相談日／３月30日(木)までの第１・
第３木曜日、午後６時～８時40分
会場／サンパル秋田　予約先／勤労
青少年ホームtel(824)5378

■出張ふれあい福祉相談
心配事、家庭のことなど、電話や面
接で相談に応じます。
日時／１月25日(水)午前10時～午後
３時　会場／雄和ふれあいプラザ
相談電話／tel(886)5071
■ふれあい無料法律相談
法律、相続などの相談に虻川高範弁
護士が応じます。先着６人。
日時／１月30日(月)午前10時～正午
会場／雄和ふれあいプラザ
●申し込み　１月23日(月)午前９時
から市社福協雄和事務所(電話での
み受け付け)tel(886)5071
■無料調停相談会
家庭内の問題、土地・建物・金銭の
もめごと、交通事故(補償)など。
日時／１月20日(金)午前10時～午後
３時　会場／秋田簡易裁判所(山王
七丁目1-1)
●問い合わせ　秋田簡易裁判所内の
秋田調停協会tel(824)3121

案 内

広報クイズ●
正解者には、「図書
カード1000円分」ま
たは「スギッチ携帯
電話ストラップ」を、
抽選で各10人にプレ
ゼント！

気ままなひとことをそえて、
ご応募ください。広報クイズ
は、毎月16日号に掲載。

寒い秋田にホットなニュース！　大森
山動物園が１月、２月の土日・祝日に開
園。さて、開園は午前何時から？

はがき、ファクス、Ｅメールに、答えと住
所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号、
「図書カード」「ストラップ」のいずれか
希望を書いて、１月27日(金)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報課
ファクス(866)2287
Ｅメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

１

２

応
募
方
法

※答えは１月１日、16日号の｢広報あきた｣の記事中に！

161

１月28日(土)に行われる秋田・河辺●ま
つりは、雪像コンテスト、冬花火など
イベントいっぱい！　●に入るのは？

※Ｅメールで応募するかたは、件名を「広
報クイズ」としてください。
※当選した際、氏名の掲載を希望しないか
たは、氏名と一緒にペンネームなどをお
書き添えください。

＊12月のクイズの当選者は
９㌻に掲載しています。
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６日(月)から20日(月)までに５回、午
後１時30分～３時30分　材料費／
1,300円　定員／15人　
④バレンタインチョコづくり 日
時／２月11日(土)午前10時～正午
参加費／500円　定員／小学生以上
16人(親子での参加も可)
⑤パソコン講習(ワード基礎) 日
時／２月13日(月)・15日(水)・20日
(月)・22日(水)午前９時～正午　受講
料／無料　定員／10人　申し込
み／往復はがきに、住所、氏名、年
齢、電話番号を書いて、１月27日
(金)(必着)まで、〒010-0041秋田市
広面字釣瓶町13-3 東部公民館
⑥東部家庭教育セミナー 小・
中・高校生のお子さんがいる保護者
が対象です。「子どもを大事にする
こと～私たちが今できることは」と
題し、県教育庁北教育事務所の皆川
雅仁さんが講演します。日時／２月
14日(火)午前10時～正午　

会場はサンパル秋田。学生は除く。
申し込みは、①②は１月17日(火)午前
９時から、③は18日(水)午前９時から、
女性学習センターで受付。

t e l (824)7764
①優しい介護講座 介護サービス、
在宅介護の技術など。日時／１月24
日(火)から２月14日(火)までの毎週火
曜日、午後１時30分～３時30分　受
講料／無料　定員／先着30人
②男女共生セミナーⅡ コミュニケ
ーション・トレーニング。対象／40
代までの女性15人(託児あり) 日
時／１月27日(金)、２月３日(金)午前
10時15分～正午　
受講料／無料　定員／先着15人
③グループ活動公開講座　
Aコース「お煎茶の楽しみ」…１

月25日(水)、２月１日(水)・８日(水)午
前10時15分～午後零時15分　材料
費／500円　定員／先着15人　
Bコース「初心者のための新日本

舞踊」…２月９日(木)・16日(木)・23
日(木)午後１時30分～３時　受講
料／無料　定員／先着20人
④再就職準備IT講習７ パソコンの
基礎。日時／２月２日(木)・３日(金)午
前10時15分～午後４時15分　テキス
ト代／530円　定員／10人(応募多数
の場合抽選) 申し込み／往復はがき
に、講座名、郵便番号、住所、氏名
(ふりがな)、電話番号を書いて、１月
21日(土)まで、〒010-0921大町二丁
目３-27 女性学習センター

「秋田の気象・火山」と題し、渡部勇経
法大助教授と林信太郎秋田大教授が講
演。全日程受講できるかたが対象。
日時／２月４日(土)から25日(土)まで
の毎週土曜日、午前10時30分～正
午　会場／サンパル秋田　
受講料／無料　定員／先着50人　
●申し込み　１月18日(水)から生涯
学習室tel(866)2245

海外への市場開拓・販売拡大などを
考えている企業のかたが対象です。
日本最大の貿易相手国・中国の最新
の経済動向や、ビジネス成功に向け
た実例を交えた秘訣を紹介。無料。
日時／２月22日(水)午後２時～５時
会場／秋田キャッスルホテル
●申し込み　申込書をお送りしま
す。ご希望のかたは工業労政課まで。
締切は２月15日(水)。tel(866)2114

心肺蘇生法など。無料。先着10人。
日時／１月29日(日)午前９時～正午
会場／秋田南消防署
●申し込み　秋田南消防署救急担当

tel(839)9551

外国出身で日本語を母語としないか
たが対象です。日常生活に必要な会

話や基本的な読み書きを３つのレベ
ルに分けて学びます。
日時／毎週木曜日、午後６時30分～
８時　会場／ジョイナス　
受講料／月1,000円(教材費は実費)
●申し込み　添野さんtel(863)0866

史跡秋田城跡で、政庁築地塀の積み
土をつき固める復元を体験しません
か。参加無料。
日時／１月23日(月)午後１時30分～
３時　定員／先着20人
●申し込み　１月17日(火)から秋田
城跡調査事務所tel(845)1837

約3,000個のミニかまくらが照らす
光の散歩道をご覧ください。
日時／１月28日(土)午後５時～８時
会場／新屋十條団地内と大川散歩道
(新屋駅～公立美術工芸短大)
●問い合わせ　同実行委員会の赤川
さんtel(828)0641

青少年音楽の家の主催。
日時／１月22日(日)午後２時から
会場／文化会館　
入場料／大人1，500円 学生1，000円
●問い合わせ　青少年音楽の家運営
委員会の羽川さんtel(835)6355

小学５年生以上が対象です。リフト
券、スキー用品が当たる抽選会も。
日時／２月12日(日) 会場／オーパ
ス　参加費／小・中学生500円、高
校生以上1,500円　申し込み／各公
民館、コミセンにある申込書で
●問い合わせ　秋田市スキー連合事
務局の神居さんtel(866)2132
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登記
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行政書士

２月２日(木)・16日(木)
２月２日(木)
２月９日(木)
２月14日(火)
１月26日(木)・２月９日(木)
２月３日(金)
２月８日(水)
２月10日(金)
２月21日(火)
２月21日(火)

各日
８人

６人

当日、直接、市
民相談室にお
越しください。
相談の順番は、
当日、抽選で
決定します。

相談場所は、市役所１階の市
民相談室。法律相談は土崎支所
と秋田テルサでも。法律相談と
登記相談の電話予約は１月24
日(火)午前８時30分から各会場
で受け付けます。ただし、秋田
テルサの法律相談は市民相談室
へ予約してください。

年金・社会保険

市民相談室

市民相談室tel(866)2039
土崎支所 tel(845)2261

問い合わせ

秋田テルサ

市民相談室

相談場所

遺言

９:00～12:00
13:30～16:30
９:00～12:00
14:00～16:00
13:00～16:00
13:00～16:00
13:00～16:00
13:00～16:00
９:00～12:00
13:00～16:00
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八橋老人いこいの家で、社会、文化、
健康などについて学びます。10人
募集(応募多数の場合抽選)｡
対象／60歳以上のかた　日時／毎
月10日ごろの午後１時～３時 会費　
／入学金1,000円 年会費2,500円　　
●申し込み　はがきに、住所、氏名
(ふりがな)、生年月日、性別、電話番
号を書いて、１月27日(金)(必着)まで、
〒010-0951秋田市山王二丁目１-53
生涯学習室秋田寿大学係
●問い合わせ　秋田寿大学の猪股さ
んtel(864)4075

大町のサンパル秋田で、時事、文化、
健康について学びます。先着20人。
対象／60歳以上のかた　日時／毎
月第２水曜日(４月開講)、午前10時
～正午　年会費／2,500円
●申し込み　はがきに、住所、氏名、
(ふりがな)、生年月日、電話番号を
書いて、２月10日(金)まで、〒010-
0921大町二丁目３-27 中央公民館内
中央高齢者大学係tel(824)5377

対象／20歳以上のかた　日時／２
月中の月・火曜日(６・７・13・14・
20・21・28日)、午後７時～８時
会場／サンライフ秋田　受講料／１
回520円　定員／毎回20人
●申し込み　１月18日(水)午前10時
から各開講日の３日前までサンライ
フ秋田tel(863)1391

日時／２月７日(火)から28日(火)まで
毎週火曜日、午前10時15分～11時
30分　会場／秋田テルサ　受講

料／１回630円　定員／毎回20人
●申し込み　１月16日(月)午前10時
から秋田テルサtel(826)1800

■北部公民館 いずれも初心者対象。
①デジカメ入門＝１月24日(火)から
26日(木)まで午後１時～４時　
②ホームページ入門＝２月７日(火)
から９日(木)まで午後１時～４時　
資料代／800円　定員／各10人
●申し込み　①は１月19日(木)まで、
②は１月26日(木)まで、往復はがき
に講座名、住所、氏名、年齢、電話
番号を書いて、〒010-0146秋田市下
新城中野字前谷地263 北部公民館
tel(873)4839
■雄和公民館　初級エクセル講座＝
２月６日(月)・13日(月)・20日(月)の３
回、午前10時～午後３時　テキスト
代／800円　定員／毎回10人
●申し込み　雄和公民館

tel(886)5585
■西部公民館 ①LET'Sエクセル＝
基本から簡単な活用まで。２月９日
(木)から28日(火)までに６回、午後７
時～９時　②はじめてのインターネ
ット＆メール＝２月12日(日)午前９
時～午後４時　③インターネット！
ルールとマナー＝２月19日(日)午前
９時～午後４時　
受講料／無料　定員／各10人(応募
多数の場合抽選)
●申し込み　往復はがきに、講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、２月１日(水)(必着)まで〒010-
1631秋田市新屋元町15-14 西部公民
館tel(828)4217

30歳代までのかたを対象に、サン
パル秋田で開きます。
①指先から美しく・ネイルアート教
室＝２月１日(水)・８日(水)午後７時
～８時30分　②バレンタイン・スイ
ーツ＆ラッピング＝２月８日(水)・９

日(木)午後６時30分～８時30分　
材料費／①500円②1,050円
定員／先着各20人　
●申し込み　１月18日(水)から勤労
青少年ホームtel(824)5378

会場は土崎公民館。申し込みは１月
18日(水)から受付。tel(846)1133
ピラティス教室 体の芯の筋肉を鍛
え、体のゆがみを改善。日時／２月
４日(土)から３月18日(土)までの土曜
日に５回、午後６時～７時30分
参加費／無料　定員／先着30人
紙バンドでかご作り 日時／２月９
日(木)午後１時30分～３時30分
材料費／700円　定員／先着15人

申し込みは、①は随時、②は１月
20日(金)から受付。tel(832)2457
①初心者ドイツ入門 ドイツに興味
があるかたが対象です。ワールドカ
ップにみるドイツ事情と言葉。日
時／２月16日(木)から22日(水)までの
５日間(土日を除く)、午後６時30分
～８時　会場／南部公民館　参加
料／無料　定員／20人
②大住メンズ専科料理教室 魚介類
料理。日時／２月11日(土)午後４時
～８時　会場／大住コミセン　材料
費／2,000円　定員／男性25人

会場は東部公民館。①～④⑥の申し
込みは１月17日(火)から受付。

t e l (834)2206
①欧州の木彫り教室 メガネスタン
ド作り。日時／１月28日(土)から３
月18日(土)の土曜日に５回　参加
費／2,000円　定員／10人　
②異文化国際交流講座 阿部ノライ
ルダさんによるメキシコの民俗ダン
スと講話。日時／１月30日(月)午前
10時～正午
③初めてのきり絵教室 日時／２月
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「今年もめでたい１年でありますように～」(秋田万歳クラブのみなさん)
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